
第３
栃木県の歯科保健統計 平成 年度
（県内における歯及び口腔の健康づくりの状況）
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総本数
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南
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１.  １歳６か月児健康診査の状況

(1) 市町村別実施状況（平成29年度）

市町村
対象者数
(人)

受診者数
(人)

受診率(%)
むし歯

有病率(%)

むし歯の
ない者の
割合(%)

一人平均
むし歯数
(本)

むし歯の
ない者
（人）

むし歯の
ある者
（人）

 〔栃木県健康福祉部健康増進課調べ　H31(2019)年１月現在〕
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20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

鹿 沼 市 鹿 沼 市

日 光 市 日 光 市

西 方 町 センター計

センター計 真 岡 市

真 岡 市 益 子 町

益 子 町 茂 木 町

茂 木 町 市 貝 町

市 貝 町 芳 賀 町

芳 賀 町 センター計

二 宮 町 栃 木 市

センター計 小 山 市

栃 木 市 下 野 市

小 山 市 上 三 川 町

下 野 市 壬 生 町

上 三 川 町 野 木 町

壬 生 町 センター計

野 木 町 大 田 原 市

岩 舟 町 矢 板 市

大 平 町 那 須 塩 原 市

藤 岡 町 さ く ら 市

都 賀 町 那 須 烏 山 市

センター計 塩 谷 町

大 田 原 市 高 根 沢 町

矢 板 市 那 須 町

那 須 塩 原 市 那 珂 川 町

さ く ら 市 センター計

那 須 烏 山 市 足 利 市

塩 谷 町 佐 野 市

高 根 沢 町 センター計

那 須 町

那 珂 川 町 未公表

センター計

足 利 市

佐 野 市

センター計

(2) 市町村別むし歯有病率年次推移 （１歳６か月児）　　　〔栃木県保健福祉部健康増進課調べ〕

市町村 市町村

宇 都 宮 市 宇 都 宮 市

全国平均

安
足

県 平 均

全国平均

  (単位：％）
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県
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県
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県
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図 1 平成 29 年度 市町別 1 歳 6 か月児むし歯有病率  

 
(栃木県保健福祉部健康増進課調べ) 

図２ 平成 29 年度 市町別 1 歳 6 か月児一人平均むし歯数 
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図３ 都道府県別 1 歳 6 か月児のむし歯有病率 （平成 28 年度） 

 
 (栃木県保健福祉部健康増進課調べ) 

 
図４ １歳６か月児におけるむし歯有病率の推移 
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２.  ３歳児健康診査の状況

(1) 市町村別実施状況（平成29年度）

市町村
対象者数
(人)

受診者数
(人)

受診率(%)
むし歯

有病率(%)

むし歯の
ない者の
割合(%)

一人平均
むし歯数
(本)

むし歯の
ない者
（人）

むし歯の
ある者
（人）

 〔栃木県健康福祉部健康増進課調べ H31(2019)年１月現在〕
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年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

鹿 沼 市 鹿 沼 市

日 光 市 日 光 市

西 方 町 センター計

センター計 真 岡 市

真 岡 市 益 子 町

益 子 町 茂 木 町

茂 木 町 市 貝 町

市 貝 町 芳 賀 町

芳 賀 町 センター計

二 宮 町 栃 木 市

センター計 小 山 市

栃 木 市 下 野 市

小 山 市 上 三 川 町

下 野 市 壬 生 町

上 三 川 町 野 木 町

壬 生 町 センター計

野 木 町 大 田 原 市

岩 舟 町 矢 板 市

大 平 町 那 須塩 原市

藤 岡 町 さ く ら 市

都 賀 町 那 須烏 山市

センター計 塩 谷 町

大 田 原 市 高 根 沢 町

矢 板 市 那 須 町

那 須塩 原 市 那 珂 川 町

さ く ら 市 センター計

那 須烏 山 市 足 利 市

塩 谷 町 佐 野 市

高 根 沢 町 センター計

那 須 町

那 珂 川 町 未公表

センター計

足 利 市

佐 野 市

センター計

全国平均
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(2) 市町村別むし歯有病率年次推移 歳児 　　 〔栃木県保健福祉部健康増進課調べ〕

                              

市町村 市町村

宇 都 宮 市 宇 都 宮 市

単位：％）
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図５ 平成 29 年度 市町別３歳児むし歯有病率 

 

 (栃木県保健福祉部健康増進課調べ) 

図６ 平成 29 年度 市町別３歳児一人平均むし歯数 
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図 7 都道府県別 ３歳児のむし歯有病率 （平成 28 年度） 
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図 8 ３歳児におけるむし歯有病率の推移 
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3　学校保健統計調査報告　〔出典： 文部科学省「平成29年度学校保健統計調査」〕

(1) 栃木県の年齢別疾病・異常被患率等の状況

　　 （単位:％）

区分

　歯　・　口腔
むし歯（う歯）

歯列
・咬合

顎関節
歯垢の
状態

歯肉の
状態

その他の
疾病・異常
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〔出典： 文部科学省「学校保健統計調査」〕
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　図９　平成29年度　年齢別むし歯被患率

「X」…疾病・異常被患率率等の標準誤差が5%以上、受験者が100人（5歳は50人）未満又は回答校が１校以下のため数値を公表しない場合

区分

(2)　幼稚園・小・中・高等学校　むし歯の被患率

①　県内のむし歯被患率の推移
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稚
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〔出典：文部科学省「学校保健統計調査」〕
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〔出典： 文部科学省「学校保健統計調査」〕

②　県内のむし歯被患率の推移及び全国比
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(3)  12歳の永久歯の１人平均むし歯等数　〔出典： 文部科学省「平成29年度学校保健統計調査」〕

１２歳児の永久歯の１人平均むし歯（う歯）等数 （単位：本）
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栃木県

全国

（本） 図10 12歳児の永久歯の1人平均むし歯等数の推移（全国比）
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図11　平成29年度　都道府県別　12歳児の永久歯の1人平均むし歯等数
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４　施設における集団応用フッ化物洗口実態調査

平成22年度 平成24年度 平成26年度 平成28年度 平成22年度 平成24年度 平成26年度 平成28年度

宇都宮市

鹿沼市

日光市

真岡市

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

栃木市

小山市

下野市

上三川町

壬生町

野木町

岩舟町

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

足利市

佐野市

合計

市町村名
実施施設数 実施人数

(1) 市町村別 フッ化物洗口の実施状況

〔栃木県保健福祉部健康増進課調べ〕
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平成22年度 平成24年度 平成26年度 平成28年度 平成22年度 平成24年度 平成26年度 平成28年度

北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都

神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県

和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県

鹿児島県
沖縄県

全国

都道府県名
実施施設数 実施人数

(2) 都道府県別フッ化物洗口の実施状況

 (ＮＰＯ法人日本むし歯予防フッ素推進会議・ＷＨＯ口腔保健協力センター・公益財団法人８０２０推進財団共同調査より）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016年3月　(2015年度末）現在

栃木県の歯科保健統計（平成 29年度）
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（１）市町村別実施状況　

宇都宮市

鹿沼市

※日光市

真岡市

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

栃木市

小山市

下野市

上三川町

壬生町

野木町

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

足利市

佐野市

計

受診率(%)

健康増進事業対象

―

５. 平成29年度　歯周病検診（健康増進事業）実施状況

受診者数(人）

―

健康増進事業
対象外

受診者数(人）

市町名

対象者数(人）

※日光市は、日光市民の歯及び口腔の健康づくり推進条例に基づく19歳以上の全市民を
対象としており、判定基準が異なる。

（栃木県保健福祉部健康増進課調べ H31(2019)年1月現在）

―
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男 女

宇都宮市

鹿沼市

※日光市 ― ―

真岡市

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

栃木市

小山市

下野市

上三川町

壬生町

野木町

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

足利市

佐野市

計

異
常
認
め
ず

――

要
精
検
者

――――

検査結果

５. 平成29年度　歯周病検診（健康増進事業）実施状況

（２）対象年齢別実施状況　

市町村名 受診者数

対象者数

４０歳

受診率

要
指
導
者

栃木県の歯科保健統計（平成 29年度）
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男 女

宇都宮市

鹿沼市

※日光市 ― ―

真岡市

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

栃木市

小山市

下野市

上三川町

壬生町

野木町

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

足利市

佐野市

計

検査結果

異
常
認
め
ず

―

要
指
導
者

――

５０歳

受診率

――

対象者数

―

（２）対象年齢別実施状況　

要
精
検
者

市町村名 受診者数
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男 女

宇都宮市

鹿沼市

※日光市 ― ―

真岡市

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

栃木市

小山市

下野市

上三川町

壬生町

野木町

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

足利市

佐野市

計

―

要
指
導
者

要
精
検
者

――

６０歳

受診率

――

対象者数

―

市町村名 受診者数

検査結果

異
常
認
め
ず

栃木県の歯科保健統計（平成 29年度）
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男 女

宇都宮市

鹿沼市

※日光市 ― ―

真岡市

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

栃木市

小山市

下野市

上三川町

壬生町

野木町

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

足利市

佐野市

計

検査結果

異
常
認
め
ず

―

要
指
導
者

―

要
精
検
者

―

７０歳

受診率

―――

市町村名 受診者数

対象者数
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６. 市町村の歯科保健に関する計画等の策定状況

市町村名

策
定
年
度

計
画
期
間

歯
科
保
健

条
例

10年 有

プラン名 歯科保健に関する目標項目 現状値 目標値

・むし歯のない幼児（3 歳児）の割合 87.7%（H29） 90.0%以上（H34)

54.1%（H28）

28.9%（H29）

・フッ化物塗布を受ける幼児の割合 62.3%（H29）

・12 歳児の一人平均むし歯数の減少 0.9歯（H28）

茂木町健康増進
計画

益子町健康増進
計画

15%以下

・成人歯科保健事業：要治療歯数の減少

鹿沼市

10年 有

5年 有

15%（H30)

鹿沼市歯と口腔
の健康づくり基本
計画

宇都宮市
第２次健康
うつのみや２１

9.6%（H24)

・口と歯の健康に関する治療や相談ができるかかりつけ歯科医を持つ
人の増加　【※中間評価（2017年）において，新規に設定した目標項目】

72.3%（H29）

36.6%（H28）

・60歳で未処置歯を有する人の割合 33.1%（H24)

0.9歯以下

72.3%以上

・６０歳で２４本以上自分の歯がある人の増加 60.5%（H29）

・８０歳で２０本以上自分の歯がある人の増加 38.8%（H29）

・４mm以上の歯周ポケットのある人の減少　40歳

・　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　 50歳

有日光市

・むし歯のない幼児の割合（3歳児） 81.6%（H27）

・80歳（75歳～84歳）で20本以上自分の歯を有する人の割合の増

6年・市が行う歯科健康診査受診率の増加（19～39歳）

・60歳（55歳～64歳）で23本以上の自分の歯を有する人の割合の増加

健康にっこう21

・むし歯のない１歳６か月児の割合の増加 97.4%（H24) 100%（H30)

・むし歯のない12歳児（中学1年生）の割合の増加

益子町

無7年真岡市

・虫歯のない幼児（3歳児）の割合を上げる 79.3%（H26) 84%（H31)

10年

50%以上

・歯周病検診受診率 15%以上

真岡市健康21プ
ラン
（2期計画）

85%以上（H35)

・一人平均むし歯本数（12歳児） 1.6本 1本以下

・80歳で20本以上自分の歯がある人の割合（80歳男女） 35%以上

・定期的に歯科検診を受けている人の割合

59%以上

有

・歯周疾患検診　受診率（40・50・60・70） 3.8%（H29) 増加(H35)

・歯周疾患検診　受診率（20・30・35） 対象者の10%

・60歳で24本以上の自分の歯を有する割合を上げる
男性　44.8%
女性　41.8%

・むし歯のない児童の割合：３歳児

・むし歯のない児童の割合：小学生

・乳児をもつ保護者の歯みがき回数の増加（１日３回） 50%以上

・むし歯のない児童の割合：１歳６か月児

茂木町

・むし歯のない児童の割合：中学生

・成人歯科保健事業：要治療者の減少

・子どもが泣いたときに甘いものを与えてしまう親の割合 10%以下

・果汁やジュースを哺乳ビンでのませることが多い親の割合の減少 10%以下

・歯周病と言われたが，治療や取組をしていない成人の減少　 男性

・　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　          女性

・むし歯のない児の割合(3歳児) 79.2%（H24)

・むし歯のない児の割合(5歳児) 43.5%（H24)

20.9%（H29）

・定期的に歯科健診を受ける成人の増加 30.9%（H29）

・歯科健診を受診する妊婦の割合

・障がい者入所施設での定期的な歯科検診を実施している割合

・40歳で進行した歯周炎を有する人の割合 22.2%（H24)

・40歳で未処置歯を有する人の割合 48.6%（H24)

・40歳で歯周疾患検診を受診した人の割合 9.4%（H24)

・60歳で進行した歯周炎を有する人の割合 26.9%（H24)

・過去1年間に歯科健康診査を実施した事業所の割合

0.4%以下

・60歳で25歯以上残存割合 増加

・成人歯科保健事業：受診率の増加

・中学生でむし歯の処置完了している児の割合 36%（H24)

・介護施設での定期的な歯科検診を実施している割合

・口腔ケアについて指導を受けたことがある施設の割合

・小学生でむし歯の処置完了している児の割合 66%（H24)

・60歳で24歯以上自分の歯を有する人の割合

・60歳で20歯以上自分の歯を有する人の割合

・40歳で喪失歯のない人の割合 77.8%（H24)

・中学・高校生における歯肉に炎症所見のある人の割合

栃木県の歯科保健統計（平成 29年度）
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市町村名

策
定
年
度

計
画
期
間

歯
科
保
健

条
例

プラン名 歯科保健に関する目標項目 現状値 目標値

Ｈ30

矢板市 10年 無・歯科健診の受診割合（成人男女） 増加

・う歯のない幼児の割合（3歳児）

・う歯のない生徒の割合（12歳） 増加

第２期すこやか矢
板２１

5年 有

無

・24歯以上自分の歯のある人の割合（男女60代） 60.0%以上(H38)

・20歯以上自分の歯のある人の割合（男女80代以上） 35.0%以上

増加

10年

・80歳で20歯以上の自分の歯を有する者の割合の増加 増加

・60歳で24歯以上の自分の歯を有する者の割合の増加 増加

・40歳で喪失歯のない者の割合の増加 増加大田原市

10年 有

10年 有

9年 有

5年 有

無

4年 有

野木町

第２次健康おおた
わら２１

・60歳代における咀嚼良好者の割合の増加

80%以上

・12歳児の一人平均う歯数の減少 0.68本 現状維持

・歯周疾患健診受診者数

・過去１年間に歯科健診を受診した人の割合の増加

・60歳代の咀嚼良好者の割合の増加

・70歳代で自分の歯が20本以上の人の割合の増加

野木町健康増進
計画（改訂版）

・歯周疾患検診を受ける人を増やします

・歯科検診を受ける人を増やします

・かかりつけ歯科医がいる人を増やします

壬生町歯科保健
基本計画

・自分の歯を有する人を増やします （60歳代で24本以上ある人の割合）

上三川町

・むし歯のない子どもを増やします

・　　　　　　〃　　　　　   　           （75歳以上で20本以上ある人の割合）
壬生町

・小学生のむし歯（未処置）の罹患率の減少

・65歳で歯が24本以上残っている人の割合の増加
男性50.0%
女性35.7%

・80歳で歯が20本以上残っている人の割合の増加
男性0%

　女性20%

健康かみのかわ
（改定版）

・3歳児のむし歯有病率の減少

・毎日歯みがきをしている幼児の割合の増加

・3歳児健診のむし歯のない人の割合の増加 95%以上(H34)

下野市
健康下野21プラン
（第3次下野市健
康増進計画）

・60～64歳で24本以上の自分の歯を有する者の割合の増加 60%以上

・昼食後、歯みがきをしている者の割合の増加 40%以上

・3歳児でかかりつけ歯科医を持つ者の割合の増加 40%以上

・成人期でかかりつけ歯科医を持つ者の割合の増加 70%以上

・過去1年間に歯科健康診査を受診した者の割合の増加 50%以上

・過去1年間に歯科検診を受けた割合

栃木市健康増進
計画

栃木市

・歯周疾患検診受診率の増加 3.1％(H27)

・歯科検診を受ける人の割合の増加

・80歳で20本以上自分の歯を有する人の増加 35%以上

・歯科医院で定期的に歯石除去や歯のクリーニングを受けた割合

・歯周病検診受診率

・むし歯のない小学生の増加

・障害者歯科相談医があることを知っている人の割合の増加

・定期歯科検診を受ける歯科医がいる者の増加
男性：14.1%
女性：25.3%

男性：30.0%以上
女性：37.0%以上

はつらつ市貝21

・むし歯のない中学生の増加

・60歳代で24本以上自分の歯を有する人の増加

・デンタルフロス（糸ようじ）や歯間ブラシを使う頻度の向上
男性：17.0%
女性：23.2%

男性、女性とも
に50.0%

・小・中学生1人平均むし歯の減少
小学校：2.06本
中学生：0.83本

小学校、中学校
ともに現状維持

芳賀町健康づくり
推進計画　2期計
画

・むし歯のある幼児の減少　　１歳6か月児

・３歳児健診でのむし歯罹患率の減少

・小、中、義務教育学校児童生徒のむし歯罹患率の減少

・歯周疾患検診受診率の向上（重点：40・50・60歳の受診率の向上）

小学校50.8%
中学校46.1%

市貝町

・むし歯のない3歳児の増加

芳賀町

・時間をかけてていねいに歯磨きをする割合

小山市歯科保健
基本計画

小山市

10年 有

小学校50%
中学校40%

・「歯科に関して困っていることがある」施設の減少 34.6%（H29）

・おやつの回数を決めている幼児の割合の増加

・３歳児でう蝕がない者の割合の増加

5年

・　　　　〃　　　　　　　　　　　　　2歳児

・　　　　〃　　　　　　　　　　　　　3歳児

・歯周疾患健診受診者の増加 10%以上

8020（ハチマルニイマル）運動を知っている人の増加 55%（H29）
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高根沢町 10年 無

那須町 5年 無

Ｈ22

無5年さくら市

那須烏山市健康
プラン後期計画

・むし歯のない３歳児の割合

5年 有

・50歳代で歯間部清掃用具を使用していない人の割合

・60歳代で歯間部清掃用具を使用していない人の割合

那須烏山市

・20代で歯肉に炎症のある割合 減少

・40代で進行した歯周炎を有する割合 減少

・60代で進行した歯周炎を有する割合 減少

健康21さくらプラ
ン後期計画 ・過去１年間に歯科健診を受診した割合

・歯や歯茎の健康づくりに取り組んでいる割合 増加

・60歳代で咀嚼が良好な割合 増加

・80歳で20本以上自分の歯がある割合

・40歳で喪失歯のない割合

・定期的に歯科健診を受けている割合 増加

・むし歯のない子どもの割合（幼児）

・フッ素塗布を受ける子どもの割合（幼児） 増加

・60歳で24本以上自分の歯がある割合

90%以上(H33)

・60歳代で24歯以上の自分の歯を有する人の割合 41.5％ 49%以上

・歯科検診の受診者の増加 55%以上

　　男女とも
　　65%以上

46%以上
5年 無那須塩原市

・.むし歯の無い子どもの割合（中学２年生）

・70歳以上で20歯以上の自分の歯を有する人の割合

　　男子56.0%
　　女子54.8%第3期那須塩原市

健康いきいき21プ
ラン

・.むし歯の無い幼児の割合（3歳児）

10年 有塩谷町

たかねざわ元気
計画（2期計画）

・1日２回以上歯をみがく人の割合
男性　70.4%(H26)

女性　90.5%
男性　80.0%(H37)

女性　95.0%

健康きらピカ２１
那須（第2期）那須
町健康増進計画

・虫歯のない幼児の割合（３歳児健診）

・高校生毎食後歯みがきをする人の割合の増加

・男性の毎食後歯を磨く人の割合の増加

・60歳以上の町民20本以上歯がある人の増加

塩谷町健康増進
計画２１

・12歳の平均むし歯本数の減少 1.93本

・3歳児健診でのう歯のある児の割合の減少

・30歳代で歯間部清掃用具を使用していない人の割合

　　　〃　　　　          （中学生）

・う歯の有病率　　　（１歳６か月児）

　　　〃　　　　　　　   （３歳児）

　　　〃　　　　　        （小学生）

1.00本

・う歯のある小学生の割合の減少

・80歳になっていても自分の歯が20本以上保てるようにする

歯の健康那珂川町 10年 無

・定期的に歯科検診を受ける人

・歯周疾患検診の受診率

・40歳で24本以上自分の歯がある人の割合

・50歳で24本以上自分の歯がある人の割合

・60歳で24本以上自分の歯がある人の割合

・40歳代で歯間部清掃用具を使用していない人の割合

・40歳で歯科検診等を受けたことがある人の割合

・50歳で歯科検診等を受けたことがある人の割合

・60歳で歯科検診等を受けたことがある人の割合

・（40～60歳）歯間部清掃用具を使用していない人の割合

・20歳代で歯間部清掃用具を使用していない人の割合

・むし歯被患の割合（小学生）

・平均むし歯保有数（小学生）

・むし歯被患の割合（中学生）

4.58本 3.38本

2.77本・平均むし歯保有数（中学生） 3.17本
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有足利市

・70歳代で20本以上自分の歯を有する人の増加 55.2%以上

・訪問歯科診療を実施している歯科医院の増加 39件 43件以上

健康あしかが２１
プラン

・歯周疾患検診受診者数の増加 4.9%以上

・歯の健康づくりへの関心がある人の増加 64%以上

・進行した歯周炎の人の減少 41.7%以上

・3歳児のむし歯の保有率の減少 21%以下(H30)

・12歳児の一人平均むし歯数の減少 0.8歯 0.7歯以下

・歯科健診受診者数の増加 20%以上

さの健康21プラン

・むし歯のない子どもを増やします（３歳児むし歯のない児）

10年

4年

有

・むし歯のない子どもを増やします（12歳児1人平均むし歯数） 1.33歯 1歯

・自分の歯を有する人を増やします（60歳代で24歯以上） 45%以上

・歯科健診を受ける人を増やします（過去1年間に歯科検診を受けた
人）

23%以上

・進行した歯周炎を有する人を減らします【歯肉から出血したり疼いたり
する（40歳代）

佐野市
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